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式
典
で
長
谷
川
市
長
は
「
長

年
に
わ
た
り
各
界
各
分
野
に
お

い
て
、
他
の
見
本
と
な
る
優
れ

た
業
績
を
残
し
、
本
市
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
今
後
も
豊
か
な
経
験
を

基
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
受

賞
者
を
代
表
し
て
川
村
好
子
さ

ん
が
「
決
意
を
新
た
に
、
新
潟

市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め

お
役
に
た
ち
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

市
議
会
議
員
　
石
橋
慶
助
、
川

合
敏
秋
、
佐
藤
豊
美
、
新
保
進
、

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932
黒埼地域保健福祉センター…377－2110

市 立 急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
災 害 時 の 問 い 合 わ せ…226－5656

★次回は韓国語、中国語、タイ語、マレー語、ロシア語、フランス�
語の「乾杯　」を紹介します�！�

ウ
ェ
ル
カ
ム�

F
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ� TM

に
い
が
た
集
都
プ
ラ
ン
⑧

〜
啓
発
事
業
（
日
常
会
話
集
）

語
学
講
座
の
受
講
生
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
11
カ
国
語
の
日

常
会
話
集
を
作
製
し
ま
し
た
。

Ｗ
杯
開
催
時
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
来
訪
者
に
試
合
国
の
こ

と
ば
で
話
し
か
け
て
も
ら
お
う

と
作
製
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
小
学
校
や
希
望
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
新
潟
で
の
試
合

国
や
共
催
国
の
韓
国
、
前
回
優

勝
国
の
フ
ラ
ン
ス
の
こ
と
ば
を

掲
載
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
製
す
る
予
定
で
す
。
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市民家族割引券�
新 潟 市 �

この券でご来館の家族全員の入館料を２割引といたします�

大人�
小人（小中学生）�
幼児（４・５歳）�

1,500円→1,200円�
600円→   480円�
200円→   160円�

有 効 期 限 ： 平 成 1 4 年 ３ 月 3 1 日 ま で �

市の人口 〈10月末現在〉

人　口　517,457人 （+429）

男　　250,720人 （+223）

女　　266,737人 （+206）

世帯数　199,694 （+303）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

鈴
木
克
夫
、
関
口
松
柏
、
中
川

征
二
、
松
村
克
巳
、
山
田
達
也

▽
農
業
委
員
会
委
員
　
小
林
忠

芳
（
木
場
）
▽
芸
術
文
化
の
振

興
　
大
島
ハ
ナ
（
関
屋
御
船
蔵

町
）
、
小
柳
マ
サ
（
浦
山
２
）
、

小
林
史
枝
（
花
町
）
、
高
橋
セ

ツ
子
（
中
野
山
２
）
、
田
中
奈

良
子
（
天
神
尾
２
）
、
箕
輪
久

夫
（
真
砂
２
）

▽
産
業
の
振

興
　
稲
垣
鈴
（
西
堀
通
11
）
、

友
坂
國
彦
（
酒
屋
町
）
、
中
山

昌
敏
（
紫
竹
山
６
）
、
堀
申
二

（
紫
竹
山
６
）、
本
間
貞
夫
（
西

大
畑
町
）
▽
保
健
衛
生
の
向
上

岩
野
清
史
（
大
野
町
）
、
植
木

正
（
寄
附
町
）
、
岡
田
廣
明

（
南
笹
口
１
）、
小
川
イ
ト
（
松

浜
４
）
、
亀
田
紀
夫
（
旭
町
通

２
）
、
川
村
好
子
（
小
針
台
）
、

斎
藤
冨
美
代
（
東
堀
通
７
）
、

椙
田
義
紀
（
関
屋
金
衛
町
２
）、

玉
木
恵
子
（
松
浜
２
）
、
張
み

か
（
内
野
町
）
、
坪
井
美
和
子

（
中
野
山
４
）、
冨
山
伸
子
（
文

京
町
）
▽
社
会
福
祉
の
増
進

齋
藤
キ
　
（
白
勢
町
）
、
高
橋

金
吾
（
中
山
６
）
、
仁
多
見
惠

美
子
（
関
屋
昭
和
町
１
）
、
涌

井
ヒ
ロ
（
相
生
町
）
▽
地
域
社

会
の
振
興
　
岡
村
文
雄
（
女
池

３
）
、
櫻
井
壹
榮
（
万
代
６
）
、

滝
澤
宇
平
（
臨
港
１
）
、
長
井

友
次
郎
（
古
町
通
13
）

表彰を受ける川村好子さん

進
展
に
功
績
の
あ
っ
た
41
人
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
の
市
表
彰
式
が

11
月
21
日
に
行
わ
れ
、
市
政
の

市
で
は
、
来
年
１
月
４
日
か

ら
旧
黒
埼
町
の
戸
籍
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し
ま

す
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
伴

い
、
漢
和
辞
典
に
載
っ
て
い
な

い
文
字
が
姓
（
氏
）
や
名
前

（
名
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
漢
和
辞
典
に
載
っ
て
い

る
文
字
に
書
き
換
え
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
12
月
初
旬
に

「
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
埼
支
所
市
民

課
（
�
３
７
７
・
6
9
6
4
）

へ

11
月
20
日
に
新
潟
市
・
亀
田
町
・
横
越
町
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

任
意
の
合
併
問
題
協
議
会
（「
新
潟
市
・
亀
田
町
・
横
越
町
合
併
問
題
協
議
会
」）

の
初
会
合
が
開
か
れ
、
同
協
議
会
の
規
約
や
予
算
に
つ
い
て
承
認
し
、
今
後
の

会
議
運
営
は
原
則
公
開
と
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
合
意
し
ま
し
た
。

1市2町による合併問題協議会の初会合

１
市
２
町
に
よ
る
合
併
問
題

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

１
市
２
町
の
首
長
、
議
会
議
長
、

議
会
議
員
、
学
識
経
験
者
な
ど

51
名
。
合
併
す
る
場
合
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向

を
見
出
す
た
め
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
長

谷
川
市
長
は
「
１
市
２
町
の
生

活
圏
は
一
体
化
が
進
ん
で
い

る
。
将
来
的
な
政
令
指
定
都
市

を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら
の
あ
る

べ
き
姿
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

阿
部
亀
田
町
長
は
「
亀
田
町

の
７
割
は
新
潟
市
に
囲
ま
れ
て

12
月
定
例
市
議
会
が
、
あ
す

３
日
か
ら
19
日
ま
で
開
か
れ
ま

す
。提

案
す
る
議
案
は
、
平
成
13

年
度
一
般
会
計
・
下
水
道
事
業

会
計
・
と
畜
場
事
業
会
計
の
補

正
予
算
案
、
条
例
の
一
部
改

正
、
契
約
の
締
結
な
ど
20
件

と
、
諮
問
１
件
で
す
。

地
区
計
画
の
都
市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
縦
覧
す
る
の
は

①
新
通
輪
ノ
内
地
区
②
新
通
地

区
③
小
新
白
鳥
地
区
④
小
新
地

区
⑤
松
崎
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
計
画
決
定
案
で
す
。

案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
市
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

12
月
７
日
〜
21
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所

都
市
計
画
課
（
市

役
所
第
１
分
館
４
階
）

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
�
内
線
２
８
０
６
）
へ

補
正
予
算
で
は
、
Ｗ
杯
開
催

期
間
中
、
市
民
と
と
も
に
大
会

を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
に

い
が
た
水
都
フ
ェ
ス
タ
」
の
開

催
に
か
か
る
準
備
経
費
や
、
狂

牛
病
対
策
に
関
連
し
た
予
算
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

条
例
に
つ
い
て
は
、
黒
埼
南

部
地
区
の
統
合
小
学
校
と
新
生

市
立
高
校
の
名
称
に
関
す
る
も

の
な
ど
が
、
契
約
の
締
結
で
は
、

新
生
市
立
高
校
校
舎
と
屋
内
体

育
館
建
設
工
事
の
契
約
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
す
。

な
り
、
平
成
13
年
度
の
同
協
議

会
に
か
か
る
歳
入
・
歳
出
予
算

を
各
４
９
６
万
円
と
す
る
予
算

案
を
承
認
。
ま
た
、
会
議
を
原

則
公
開
と
す
る
ほ
か
、
会
議
資

料
や
会
議
録
に
つ
い
て
も
、
同

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
た
り
、
１
市
２
町
の
広
報

紙
を
通
じ
て
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
、
開
か
れ
た
会

議
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で

合
意
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
１
市
２
町
の
行
政

制
度
の
比
較
・
検
討
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
域
行
政
課

（
�
内
線
２
１
８
１
）
へ

お
り
、
新
潟
市
と
生
活
圏
は
一

致
し
て
い
る
。
大
き
な
力
を
持

つ
自
治
体
で
な
け
れ
ば
十
分
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
な

い
」
と
語
り
、
浅
見
横
越
町
長
は

「
地
方
の
時
代
を
迎
え
、
地
域
の

発
展
は
産
業
・
経
済
の
拠
点
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な

新
潟
都
市
圏
の
形
成
が
期
待
さ

れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

会
合
で
は
、
同
協
議
会
の
規

約
が
承
認
さ
れ
た
後
、
規
約
に

基
づ
き
長
谷
川
市
長
が
会
長
と


